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 モデル地区指定の最終年である３年目を迎える今年度は、井土ヶ谷地区社協になりました。 

 井土ヶ谷地区では、指定の１年間で、これまでの活動の充実と新たな活動目標を具体化しながら、井井井土土土ヶヶヶ谷谷谷

地地地区区区社社社協協協らららしししいいい事事事業業業を行なっていきます。 

もちろん、モデル地区へは、「活動への更なる取組み」「組織体制の強化」などを主眼に、区社協の職員が 

強強強力力力バババッッックククアアアッッップププしていきます！ 

 

★★井土ヶ谷地区社協の特色★★ 

 井土ヶ谷地区のスローガンは「「ああいいささつつととふふれれああいいののままちち井井土土ヶヶ谷谷」」  

 地域福祉保健計画の地区別計画では、次の２点があげられています。 
① 食事サービス活動の充実 
② あいさつを掛けあえるまちづくり 

 また、井土ヶ谷地区の特色は、ちょこっとボランティアに 
中学生、高校生の若い人が多数登録していることです。 
 

地区社協の実務者、区役所、大岡地域ケアプラザ、区社協で構成 
されたモデル地区専門部会では、あいさつをキーワードに今ある事業 

をどのように展開させていくかを検討しました。 

 
そこで出てきたアイディアが、 

ちょこっとボランティアとひとり暮らし高齢者食事会のコラボレーション！ 

 
若い世代と高齢者との異世代交流を通して、お互いにあいさつが 

交わせる間柄になることを目指すと共に、今ある事業に刺激を与え、 
一石二鳥の相乗効果をねらいます！ 
 
 早速７月には、いつもの食事会とは別にお茶会を開催。 

ちょこっとボランティアに登録している南中学校の茶道部の方々が 
ひとり暮らし高齢者の方々にお茶の接待をして、交流を行ないました。 
 今後の取り組みにご期待ください！！ 

“地区社協＆トモニー”は、 

地区社協へ向けて区社協が発信す

る、不定期のトピックス！ 

 トモニーの名前の由来のよう

に、『共に』歩み、『共に』福祉を

進めて行きたいと願って。 

モデル地区専門部会には、 

ちょこっとボランティア代表と

して南中学校の中学生も参加し

ています！！ 

平成20 年度の 

モデル地区社協は・・・ここ！！ 

 

 

お点前、頂戴いたしま



日時：平成２０年９月１８日（木）～９月２９

日（月） 

午前９時～午後９時 

場所：南区福祉保健活動拠点（トモニ―） 

ギャラリ スペ ス

日時：平成２０年９月２５日（木） 

午後６時～午後８時 

場所：南区福祉保健活動拠点（トモニー） 

多目的研修室 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

生まれも育ちも横浜の写真家 森日出夫さんによる写真展と特別講演会を開催いたします。 

特別講演会では、「森の記憶 まちのぬくもり・人のぬくもり」と題して、横浜のまちをこよなく愛する森

さんのウィットに富んだトークをお楽しみいただきます。 

写真展では南区福祉保健活動拠点（トモニー）に特別ギャラリーを創設し、４０点程の作品を展示。また、

液晶TV 画面で森日出夫さんの作品映像を上映します。 秋風爽やかな季節！福祉保健活動拠点（トモニー）

で、人やまちのぬくもりを感じる「味わい深い時間」をお過ごし下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

森日出夫（もりひでお） 

 横浜市生まれ 森日出夫の撮り続けている横浜の港・町・人を「森の観測」と名づけ、それらの作品

を写真集・個展に多数発表。ニューヨークADC 賞受賞、横浜文化賞奨励賞受賞、他。 

              お問い合わせは、いずれも南区社会福祉協議会（TEL.２６０－２５１０）

トモニーで開催！！ 森日出夫 写真展＆特別講演会 

ふくしワンポイント ❤ 「小地域福祉活動のリーダー層の役割」 

 南区地域福祉保健計画地区計画策定を契機に、ここ数年のあいだ、各地区社協の活動が飛躍的な展開

がされました。その活動を支えるのは、やはり人です。地区社協の役員の方々の常に頭を悩ますのが、

担い手の発掘ではないでしょうか？ 

全社協発行の冊子にヒントがありましたので、紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

▷人を活かす力 

 リーダー層は地域のどこにどんな力を持っている人がいるのか情報を持っている必要がある。そ

してそれぞれ能力を活かせるように、例えば調理が得意な人に会食会をお願いするなど、それぞれ

の得意分野で活動できるように地域の人に働きかけることがポイント。 

この人に頼まれたら「やってあげよう」と思わせること。自分だけで出来ることは限られている、

活動を広げていくためには頼み上手になることが必要である。 
▷発想する力 

 リーダー層は自分の地域をどうしていきたいのか理想を持って、夢を語りそれをまわりに伝える

力が必要。地域の状況を常に見ながら、こんな活動が必要なのではないかなと発想し、どうすれば

出来るかを考えること。 

▷活動を作る力 

 「地域で必要なこと」を実現するためには、資金を調達するなど計画を立てて、実行していく力

が必要である。また、その活動を継続していくためには、組織化することが必要である。その組織

の中で、さまざまな人々の意見を聞きながら、それぞれが納得できるようにまとめていく力も求め

られる。               参考 小地域福祉活動事例集「広がる地域の福祉力」（全国社会福祉協議会）

小地域の中で地域を組織化したり、活動を作ったりする力を持った住民の方がたくさんい

る。そのような人をいかに発掘し地域活動に結び付けていけるかは地域の人材確保のためにも

重要である。ここで地域において活躍している人が持つ力をいくつか上げてみたい。 
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